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日田地区小中高理科研究協議会 

 

令和４年度第５６回研究大会にあたって 

 

日田地区小中高理科研究協議会長 

（大分県立日田高等学校長） 

江藤 陽二 

 

皆様には平素より本協議会の活動に多大なるご理解とご協力をいただき、誠に感謝申し上げます。本協議会は

５０年以上の歳月にわたり日田地区の理科教育に携わる先生方が互いの教育内容を確認しあい協議しあう小中

高の理科教育の学びをつなぐ全国的に見ても非常に稀有な取組として評価を受けています。問題提起部会、系統

表部会、授業研究部会から構成され、それぞれがカリキュラム・マネジメントの観点から有機的に機能すること

で、小中高全体で学びの PDCA サイクルを回し、系統的に一貫した理科教育の実践を行っています。日田地区の

児童・生徒の理科を中心とした科学に対する興味・関心を高めるとともに、主体的・対話的で深い学びの観点に

立った授業改善にも寄与する取組です。 

 

さて、本年度の研究大会のテーマにつきましては、昨年度に引き続き、『理科の見方・考え方を通して学びに向

かう力を育てる化学教育』とし、小学校では、『自分の考えに対し根拠を持ち表現できる児童の育成』、中学校で

は、『化学変化について見通しを持って実験を行い、結果を原子や分子と関連付けて表現することができる生徒

の育成』、高校では、『探究の過程を通して、観察・実験のデータをもとに、主体的に課題解決できる生徒の育成』

を目指した取組を行っていきます。各授業においては、理科として育てるべき資質・能力を明確にした授業実践

を行い、探究力の向上や学びに向かう力の育成を図ることが大いに期待されます。 

 

また、本協議会が中心となって例年実施しています「ひた科学の遊び・実験フェスタ」につきましては、今年

度はパトリア日田にて、８月４日、５日の両日にわたり、コロナ禍の中での久しぶりの開催となりました。「おも

しろ科学ものづくり体験」では、化学領域、物理領域、生物領域の３種類の観察・実験が行われ、「グローカル・

サイエンスポスター発表」では、日田高校、日田三隈高校、日田林工高校、昭和学園高校の４校と地元企業３社

によるポスター発表が行われ、それぞれ１００名を超える多くの参加者があり、科学好きな子どもに対して科学

の不思議さや面白さを体験してもらうことができました。「理科の見方・考え方を通して学びに向かう力」を育成

する取組として、日田地区の地域性を活かしたもので、本協議会の長年にわたる活動の積み重ねの成果でありま

す。 

結びに、研究授業実施校の校長先生をはじめ関係の皆様方のご理解とご協力に感謝いたしますとともに、今後

とも本協議会へのご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 
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令和４年度 日田地区小中高理科研究協議会 第５６回 研究大会 
 

Ⅰ 研究テーマ 『理科の見方・考え方を通して学びに向かう力を育てる化学教育』 

  小学校 「自分の考えに対し根拠を持ち表現できる児童の育成」 

  中学校 「化学変化について見通しを持って実験を行い、結果を原子や分子と関連付けて表現することがで   

きる生徒の育成」 

  高 校 「探究の過程を通して、観察・実験のデータをもとに、主体的に課題解決できる生徒の育成」 

 

Ⅱ 期日 令和 4 年１１月２９日（火） 

 

Ⅲ 日程  （会場：大分県立日田高等学校） 

  9 : 00 ～  9 : 30 受付     

  9 : 30 ～  9 : 45 開会の言葉        日田市立小野小学校  校長 浦塚 雄介 

            会長挨拶         大分県立日田高等学校 校長 江藤 陽二 

            指導主事紹介       事務局 

9 : 45 ～  9 : 50      研究テーマ紹介 

9 : 50 ～ 10 : 40 授業者より概要説明    日田市立三和小学校 教諭 下山 貴史 

小学校提案授業（動画）     

10 : 40 ～ 10 : 50 準備・休憩 

10 : 50 ～ 11 : 45   授業者より概要説明    日田市立東部中学校 教諭 木戸 隆博 

中学校提案授業（動画） 

11 : 45 ～ 12 : 00 準備・授業者より概要説明 大分県立日田高等学校 教諭 筒井 宏 

12 : 00 ～ 13 : 15   昼食・休憩・移動 

13 : 15 ～ 14 : 05 高等学校提案授業（生物実験室）授業見学 

14 : 05 ～ 14 : 15 準備・休憩 

14 : 15 ～ 16 : 00     研究協議      司会 日田市立大山小学校  教諭 萩原 伸春 

                        日田市立東部中学校  教頭 小林 祐志 

                                       記録 日田市立日隈小学校  教諭 川村 俊二 

                        日田市立東部中学校  教諭 北山 香苗 

                             

14 : 15 ～ 14 : 25    研究テーマの説明     日田市立津江中学校  教諭 宇野 邦治 

14 : 25 ～ 14 : 35    問題提起部発表      日田市立東有田中学校 教諭 後藤 靖武 

14 : 35 ～ 14 : 45     系統表部発表       日田市立五馬中学校  教諭 小野 浩之 

 

14 : 45 ～ 15 : 40   研究授業についての授業検討会 

15 : 40 ～ 16 : 00   指導および講評         大分県教育センター  指導主事 佐藤 寛晃 

                        大分教育事務所    指導主事 伏見 聡一郎 

16 : 00 ～ 16 : 05     閉会のことば        日田市立五馬中学校  校長 齊藤 辰也 

           諸連絡          事務局 
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令和４年度 日田地区小中高理科研究協議会 役員・役割一覧 
 

○役員 

役職 氏名 所属 役職 氏名 所属 

会 長 江藤 陽二 日田高 理 事 後藤 靖武 東有田中 

副会長 齊藤 辰也 五馬中 理 事 小野 浩之 五馬中 

副会長 浦塚 雄介 小野小 理 事 坂本 淳也 東部中 

顧 問 甲斐 耕司 日田三隈高 理 事 川村 俊二 日隈小 

顧 問  小林 祐志 東部中 理 事 原田 直宏 高瀬小 

顧 問 荒木 洋一 五馬小 理 事 清田 直幸 昭和学園高 

顧 問 塩月 光久 日田高 理 事 安東 孝弘 日田三隈高 

事務局長 田北 俊郎 日田高 理 事 竹本 哲也 日田林工高 

事務局次長 宇野 邦治 津江中 理 事 遠藤 源治 日田高 

事務局次長 萩原 伸春 大山小 理 事 挾間田 敬 日田高 

      

 

 

○役割分担 

 問題提起部 系統表部 提案授業部 

部長 後藤 靖武（東有田中） 小野 浩之（五馬中） 坂本 淳也（東部中） 

部員 
萩原 伸春（大山小） 

竹本 哲也（日田林工高） 

川村 俊二（日隈小） 

安東 孝弘（日田三隈高） 

原田 直宏（高瀬小） 

挾間田 敬（日田高） 

 

 

○提案授業者 

氏名 所属 対象学年 

下山 貴史 三和小 ６年生 

木戸 隆博 東部中 ３年生 

筒井 宏 日田高 ３年生 
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研究の概要と経過 

 

１． 研究テーマ 

『理科の見方・考え方を通して学びに向かう力を育てる科学教育』 

～自分の考え方に対し、根拠を持ち表現できる生徒の育成～（小学校） 

～化学変化について見通しを持って実験を行い、結果を原子や分子と関連付けて表現する  ことができる生徒

の育成～（中学校） 

～探求の過程を通して、観察・実験のデータをもとに、主体的に課題解決できる生徒の育成～（高等学校） 

２． テーマ設定の理由と意義 

理科における「見方」について、「エネルギー」を柱とする領域では、自然の事物・現象を主として量的・関係

的な視点で捉えることが、「粒子」を柱とする領域では，自然の事物・現象を主として質的・実体的な視点で捉え

ることが、「生命」を柱とする領域では，生命に関する自然の事物・現象を主として共通性・多様性の視点で捉え

ることが、「地球」を柱とする領域では，地球や宇宙に関する自然の事物・現象を主として時間的・空間的な視点

で捉えることが、それぞれの領域における特徴的な視点として整理することができる。 

次に、理科における「考え方」については、例えば、比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する

方法を用いて考えることとして整理することができる。なお、この「考え方」は、物事をどのように考えていく

のかということであり、資質・能力としての思考力や態度とは異なることに留意が必要である。以上を踏まえて、

「理科の見方・考え方」については、「自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科

学的な視点で捉え、比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること」と整理す

ることができる。 

また、「学びに向かう力」については、「自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を

養う。（中学校学習指導要領）」と書かれている。この目標は、育成を目指す資質・能力のうち、学びに向かう力、

人間性等を示したものである。学びに向かう力、人間性等を育成するに当たっては、生徒の学習意欲を喚起し、

生徒が自然の事物・現象に進んで関わり、主体的に探究しようとする態度を育てることが重要であり、自然体験

の大切さや日常生活や社会における科学の有用性を実感できるような場面を設定することが大切である。このよ

うな主体的に探究する活動を通して、自然の美しさ、精妙さ、偉大さを改めて感得し、自然についての理解を深

め、新たな問題を見いだそうとするなど、生徒の感性や知的好奇心などが育てていくことが求められている。 

ＩＣＴの活用について、観察、実験などの指導に当たっては、直接体験が基本であるが、指導内容に応じて、

適宜コンピュータや情報通信ネットワークなどを適切に活用することによって、児童生徒の学習の場を広げたり、

学習の質を高めたりすることができる。「観察、実験の代替」としてではなく、理科の学習の一層の充実を図るた

めの有用な道具としてＩＣＴを位置付け、活用する場面を適切に選択し、教師の丁寧な指導の下で効果的に活用

することが重要であり、次のような場面での活用が考えられる。 

・観察、実験のデータ処理やグラフ作成 → 規則性や類似性を見いだす 

・ビデオカメラとコンピュータの組合せ → 観察、実験の結果の分析や総合的な考察する。 

・センサを用いた計測 → 通常では計測しにくい量や変化を数値化・視覚化して捉える。 

・観測しにくい現象 → シミュレーションを行う。 

・観察、実験の過程での情報の検索をする。 

・学習を深めていく過程で、児童生徒が相互に情報を交換したり、説明したりする際の手段と 

して活用する。 

このような内容を踏まえて、日田地区小中高理科研究協議会では、児童生徒の学びを「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた授業改善（アクティブ・ラーニングの視点に立った授業改善）を進めている。自然の事象

に対して興味を持ち、その中から疑問や課題を見つけ、既知の学習内容から仮説や予想を立て、それを検証する
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実験や観察を行い、その結果を分析・考察し、結論を発信するという過程の中で、様々な課題を解決する力を身

に着けていくことを目指している。以上のような理由により、各学校種とも①体感から感じ取ったことを表現す

る。②事実を正確に理解し伝達する。③概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする。④情報を

分析・評価し，論述する。⑤課題について構想を立て実践し、評価・改善する。⑥互いの考えを伝えあい、自ら

の考えや集団の考えを発展させる。等の学習活動に取り組むことを確認し、上記の研究テーマを設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 研究経過 

 問題提起部会 系統表部会 授業研究部会 

 

４月 

 

 

５月 

 

 

７月 

 

 

９月 

 

１０月 

 

１１月 

 

２月 

 

 

 

 

 

 

アンケート実施・分析 

 

 

 

 

 

 

アンケートまとめ完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系統表作成、修正 

 

 

 

系統表完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施単元検討 

指導案作成準備 

 

 

指導案完成 

 

 

第１回理事会（組織、アンケート、研究授業校確認） 

第１回推進委員会（年度計画、各役職確認） 

第５６回研究大会 

理事会（前年度役員） 

第２回理事会（組織、アンケート、研究大会確認） 

第４回理事会（研究大会反省、次年度研究大会予定） 

第３回理事会（各部会報告、研究大会詳細確認） 
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問題提起部  令和４年度 日田地区小中高理科研 アンケート問題 

令和４年度 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

調査人数(人) 100 63 95 90 199 241 236 141 

アンケート実施校 

【 五馬小・桂林小・光岡小・大山小・小野小・大明小、五馬中・大明中・津江中・東渓中・ 

東部中・戸山中・南部中・東有田中・前津江中・三隈中・日田高 】  

 

 

 

問１ あてはまるものを１つ選びましょう。 

（１）理科の勉強が好きだと思う。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 54  54  55  33  42  27  20  28  

② どちらかといえばそう思う 29  30  32  39  43  48  39  40  

③ どちらかといえばそう思わない 8  10  7  22  12  22  31  26  

④ そう思わない 9  6  6  6  4  4  10  6  

（２）理科の勉強は大切だと思う。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 61  59  67  34  50  34  31  31  

② どちらかといえばそう思う 27  27  20  48  38  49  37  47  

③ どちらかといえばそう思わない 8  10  8  17  10  15  25  19  

④ そう思わない 4  5  4  1  2  2  7  3  

（３）理科を勉強すれば、私のふだんの生活や社会に役に立つと思う。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 65  68  61  29  42  30  20  30  

② どちらかといえばそう思う 24  24  22  51  41  49  41  43  

③ どちらかといえばそう思わない 6  3  13  18  15  16  32  23  

④ そう思わない 5  5  4  2  2  5  7  4  

（４）理科の勉強で、観察や実験をすることが好きだ。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 66  87  74  61  66  62  43  57  

② どちらかといえばそう思う 22  5  15  27  21  28  36  28  

③ どちらかといえばそう思わない 5  0  4  10  9  8  14  9  

④ そう思わない 7  8  7  2  4  2  7  7  

（５）理科の勉強で、ものをつくったり、道具をつくったりすることが好きだ。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 70  79  71  57  56  52  35  53  

② どちらかといえばそう思う 18  14  18  29  28  36  45  29  

③ どちらかといえばそう思わない 7  2  4  10  13  9  14  11  

④ そう思わない 5  5  7  4  4  3  6  6  

 

 

 

 この問題は、理科の授業を今よりもっとわかりやすく楽しい授業にするために役立てます。

問題の意味がわからないときは、先生に質問してください。ご協力ありがとうございます。 

アンケートの結果は、パーセントで表示しています。 
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（６）理科で勉強していることを観察や実験によって自分でたしかめることが大切だと思う。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 66  63  59  41  59  53  32  54  

② どちらかといえばそう思う 22  25  27  47  30  38  47  32  

③ どちらかといえばそう思わない 8  5  8  10  8  7  15  9  

④ そう思わない 4  6  5  2  3  2  6  6  

 

（７）理科の授業では、新しくわかることや発見があると思う。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 74  67  71  59  66  58  37  63  

② どちらかといえばそう思う 16  22  18  36  28  36  45  28  

③ どちらかといえばそう思わない 6  6  5  3  4  5  12  4  

④ そう思わない 4  5  6  2  3  2  5  4  

 

（８）実験結果から、わかったことを書いたり、まとめたりできる。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 49  56  35  34  40  33  24  34  

② どちらかといえばそう思う 35  27  53  47  41  47  44  45  

③ どちらかといえばそう思わない 12  11  8  17  17  16  26  16  

④ そう思わない 4  6  4  2  3  4  6  5  

 

（９）実験結果から、わかったことをわかりやすく友だちに教えたり、説明したりできる。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 43  35  27  16  21  20  14  23  

② どちらかといえばそう思う 29  30  44  41  52  48  42  47  

③ どちらかといえばそう思わない 15  25  22  34  21  22  32  23  

④ そう思わない 13  10  6  9  6  10  13  8  

 

（１０）理科の授業は、わかりやすいと思う。 

 （％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① そう思う 60  52  48  31  55  46  30  34  

② どちらかといえばそう思う 25  37  35  49  37  40  38  45  

③ どちらかといえばそう思わない 8  5  11  19  5  11  28  17  

④ そう思わない 7  6  6  1  4  2  5  4  

 

＜分析＞ 

○どの学年も、実験・観察への興味が高く、自分でたしかめることが大切だと感じている。 

○学年が上がるにつれて、難易度も高くなり授業が理解できない生徒が増えている。 

○実験からわかったことをわかりやすく友達に教えたり、説明したりすることが苦手な生徒が、全体的に多い傾

向がみられる。 
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１．１００ｇのアルミはくを５つに切り分けてすべての重さをはかると重さ（質量）はどうなり 

ますか。次の①～④から１つ選びましょう。 

  ① ちょうど１００ｇになる。      ② １００ｇより大きくなる。 

  ③ １００ｇより小さくなる。      ④ わからない。 

（％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① 20  75 59  67  67  80  81 90  

② 17  8 16  9  7  4  7 3  

③ 26  8 19  12  14  9  9 7  

④ 37  10 6  12  12  7  3 0  

 

２．１００ｇのアルミはくを丸くつぶしてはかると重さ（質量）はどうなりますか。次の①～④ 

から１つ選びましょう。 

  ① ちょうど１００ｇになる。      ② １００ｇより大きくなる。 

  ③ １００ｇより小さくなる。      ④ わからない。 

（％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① 13  78 60  61  72  78  80 86  

② 21  10 17  16  11  10  11 11  

③ 27  0 14  10  7  4  6 4  

④ 39  13 9  13  11  7  4 0  

 

＜分析＞ 

○小学校は、小４がよく理解できている。中１～高１は、ほぼ半数以上が正解している。 

○誤答は、②、③が多くなっている。分け方や形で質量が変化すると考えている。 

 

３．ろうそくが燃えるときに必要な気体は何ですか。次の①～⑤から１つ選びましょう。 

  ① 空気   ② 酸素   ③ 二酸化炭素   ④ 水蒸気   ⑤わからない 

（％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① － 16 31  16  5  3  3 2  

② － 33 32  74  85  88  92 96  

③ － 21 25  9  8  4  3 1  

④ － 3 4  0  0  0  0 1  

⑤ － 27 8  1  3  4  2 0  

 

４．ろうそくが燃えるときに出る気体は何ですか。次の中から全て選んで、番号で答えなさい 

  ① 空気   ② 酸素   ③二酸化炭素   ④ 水蒸気   ⑤ わからない 

（％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

① － 24 16  17  7  9  7 8  

② － 33 37  29  8  6  7 4  

③ － 44 59  86  96  92  94 98  

④ － 32 31  10  15  21  20 33  

⑤ － 35 15  6  4  4  2 0  

＜分析＞ ○正答率が高かったが、問４では②を答える生徒が多く、④を答える生徒が少なかった。（有機物の燃焼） 
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５．銅でできている１０円玉は、新品の時はキラキラしています。数年使って古くなると、 

黒っぽくなり、キラキラ感がなくなります。その理由はなぜですか。次の①～⑤から１つ選びましょう。 

  ① 多くの人の手アカが付いて汚れたから。 

  ② 表面のキラキラが削れ、内側の黒い部分が見えてきたから。 

  ③ 空気中に存在する物質がくっついて、銅ではない別の成分になったから。 

  ④ 銅が、銅ではない２つ以上の物質に分かれたから。 

  ⑤ わからない 

 

（％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

①  － － 23  32  23  15  19 9  

②  － － 31  17  20  11  8 3  

③  － － 24  19  28  57  62 84  

④  － － 9  8  9  7  3 4  

⑤  － － 13  24  21  9  7 0  

＜分析＞ 

○小５～中１までの誤答が多かった。（未習熟のため） 

○中２～中３では、①や②の誤答が見られ、知識の定着ができていない傾向が見られた。 

 

 

６．鉄くぎを、数年間放置していたら、赤茶色にさびて、ボロボロになっていました。 

新品だったくぎと重さを比べたとき、どうなっていますか。 

次の①～④から１つ選びましょう。 

 

  ① 重くなっている   ② 軽い 

  ③ 変わらない     ④ わからない 

（％） 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

①  － － 33  36  33  58  64 79  

②  － － 26  20  27  19  17 16  

③  － － 36  34  27  21  14 5  

④  － － 5  10  13  2  4 1  

＜分析＞ 

○問５と同様に、小５～中１までの誤答が多かった。（未習熟のため） 

○誤答では、②（軽い）や、③（変わらない）が多くみられた。 
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７．太郎さんと花子さんは、水の入ったとうめいなコップの中に、1 ぱいずつ食塩を入れて 

いきました。太郎さんと花子さんの会話を読んで、次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 太郎さんが調べたかった条件を書きましょう。 

解 答（％） 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

水の温度（正答） 36  37  46  53  74  

水の量 20  1  1  1  5  

それ以外  ・食塩の量と重さ 

・食塩をすべて溶かす方法 
34 36  21  19  2  

無回答 10  27  29  20  1  

溶解度 －  － 3  7  17  

 

（２）太郎さんが考えたことを調べるためには、どのような実験をすればよいでしょうか。 

あなたの考えた実験について、変えない条件を書き、実験に使う器具を含めて、実験方法 

を書きましょう。 

解 答（％） 小６ 中１ 中２ 中３ 高１ 

水の量を変えずにガスコンロ(ガスバーナー)で 

温度を上げる（正答） 
19  23  36  38  74  

それ以外  

・(メスシリンダーで)お湯の量をふやす  

・水,食塩の量を変えない ・蒸発皿に入れて熱する 等 

36  50  36  28  16  

無回答 46  27  29  34  10  

＜分析＞ 

○学年が上がるにつれて、正答率が上がっている。 

○対照実験の意味がきちんと理解でき、回答ができたのはほぼ半数だった。 

○中学２年～になると、対照実験の意味を理解して「（水の量を変えずに）お湯のコップと水の 

 コップを用意して溶解度を調べる。」などの解答例も見られた。 
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８．ある物体 X の質量をはかると、14.85ｇでした。次に、あらかじめ 40.0ｍL の水が入った 

メスシリンダーに物体 X を入れると、物体 X は完全に沈み、水面は 45.5ｍL になりました。 

物体 X の密度は何ｇ/ｃｍ３でしょう。 

 

 

＜分析＞ 

○基本的な計算ができていない。 

○誤答では、物質の体積を計算する生徒が多く見られた。(45.5－40.0=5.5cm3) 

 

 

９．個体のパルミチン酸を加熱し、70℃くらいになるまで、2 分ごとに温度をはかったところ、 

下の表のような温度変化を示しました。 

 

 

 

 

（１）実験結果よりパルミチン酸が固体から液体に変わるときの温度は何℃でしょう。 

 

 

 

 

 

 

（２）パルミチン酸の量を２倍に増やして同じ実験をしたとき、(1)の温度は変わるでしょうか。 

 

 

 

 

 

＜分析＞ 

○（１）では、全体的に融点の知識の定着ができていなかった。 

○（２）では、おおむね半数以上が理解できていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解 答（％） 中２ 中３ 高１ 

２．７ｇ/ｃｍ３（正答） 16  18  52  

それ以外 ・5.5ｇ/ｃｍ３ ・27ｇ/ｃｍ３ 等 44  52  43  

無回答 40  30  5  

解 答（％） 中２ 中３ 高１ 

６３．０℃（正答） 21  30  46  

それ以外 ・60℃ ・14℃(分の間違い？) 等 46  50  51  

無回答 33  20  3  

解 答（％） 中２ 中３ 高１ 

変わる。 31  33  22  

変わらない。（正答） 52  56  75  

分からない 17  11  3  
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１０．図のア～キを参考にして、(1)～(3)の問いに答えなさい。なお図中の記号は次のような原子または分子を表しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）純粋な物質を表している図はどれですか。①～⑤から、あなたが最も適切だと思うものを１つ選びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）化合物を表している図はどれですか。①～⑤から、あなたが最も適切だと思うものを１つ選びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）混合物を表している図はどれですか。①～⑤から、あなたが最も適切だと思うものを１つ選びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析＞ 

○純粋な物質の理解は半数以上ができていた。 

○物質（化合物、混合物）を粒子モデルで理解できていない生徒が多く見られた。 

（％） 中２ 中３ 高１ 

① イ、ウ（正答） 58 62  73  

② ウ、エ 8 6  3  

③ イ、ウ、エ、キ 12 9  6  

④ ア、ウ、オ、カ 2 5  1  

⑤ イ、ウ、オ、カ 0 8  15  

⑥ 分からない 19 10  3  

（％） 中２ 中３ 高１ 

① イ、ウ 3 3  1  

② オ、カ（正答） 41 39  62  

③ エ、カ 10 11  6  

④ ア、ウ 6 6  1  

⑤ エ、キ 18 27  24  

⑥ 分からない 22 14  7  

（％） 中２ 中３ 高１ 

① ア 17 22  25  

② エ 5 5  4  

③ オ、カ 13 17  8  

④ ア、カ、キ 16 14  6  

⑤ ア、エ、キ（正答） 27 25  48  

⑥ 分からない 22 17  10  
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１１．図の装置を用いて、液体に電気が流れるか実験を行いました。 

豆電球が光ったら、液体に電気が流れたと判断します。次のどの液体を使ったとき、豆電球は光りますか。 

次の中から全て選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２．乾電池に電子オルゴールをつなぐと、電気が流れ音が鳴ります。太郎さんは、電子オルゴールの音を鳴ら

すために、乾電池と同じ役割をする装置を作ろうと思いました。太郎さんは、次の 3 つのものを準備しました。

銅の板、亜鉛の板、(       )です。 

空欄に入る物として、何を準備すればよいですか。次の中から 

１つ選びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析＞ 

○イオンを学習した中３～高１は、正答率が高くなっている。 

○水道水は難問だった。（電気が流れるが、電気の力が弱いため豆電球が光ったりオルゴールが鳴ったりしない） 

 

１３．次の中で、酸性を示す水溶液を全て選びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 中１ 中２ 中３ 高１ 

① 炭酸水（正答） 31  34  40  47  

② 砂糖水 9  11  21  18  

③ 食塩水（正答） 19  34  45  80  

④ 灯油 26  20  19  16  

⑤ 水道水（電気不足で×） 16  22  33  30  

⑥ スポーツドリンク（正答） －  14  22  45  

⑦ 分からない 53  30  19  4  

（％） 中１ 中２ 中３ 高１ 

① 砂糖水 5  10  10  9  

② レモン果汁（正答） 15  24  34  64  

③ 水道水（電気不足で×） 9  7  17  12  

④ 砂鉄 24  34  20  9  

⑤ わからない 47  25  19  7  

（％） 中１ 中２ 中３ 高１ 

① 食塩水 23  29  33  37  

② 石けん水 15  17  20  23  

③ レモン果汁（正答） 45  58  58  84  

④ 水道水 9  6  12  9  

⑤ アンモニア水 16  17  19  11  

⑥ 食酢（正答） 41  54  59  83  

⑦ 砂糖水 9  0  2  0  

⑧ 天ぷら油 13  12  12  8  

⑨ 分からない 41  28  19  7  



14 
 

１４．次の中で、アルカリ性を示す水溶液を全て選びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析＞ 

○全体的に、身近な液体の性質を知らない生徒が多い。（石けん水は中３の２学期に学習） 

○誤答で、てんぷら油＝水溶液（水に溶質が溶けたもの）と理解している生徒が多い。 

 

１５．塩酸 10mL と水酸化ナトリウム水溶液 8mL を混ぜると、中性の水溶液ができます。 

では、塩酸 25mL に対して、水酸化ナトリウムを 16mL 入れました。 

 

（１）混ぜた液体は、何性になっていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中性にするためには、塩酸、水酸化ナトリウムのうち、どちらを何 mL 入れればよいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

＜分析＞ 

○（１）、（２）ともに、高校１年生の理解が高い。（１～３年生は未学習） 

○イオン数と体積の関係を計算で出すことを苦手としている。 

○中学１～３年では、未学習の内容でも比の計算を利用することで正答できて 

 

 

 

 

 

 

 

（％） 中１ 中２ 中３ 高１ 

① 食塩水 13  15  19  10  

② 石けん水（正答） 27  32  42  57  

③ レモン果汁 13  12  8  11  

④ 水道水 11  11  13  15  

⑤ アンモニア水（正答） 48  62  67  85  

⑥ 食酢 13  6  11  7  

⑦ 砂糖水 14  1  1  1  

⑧ 天ぷら油 19  21  18  19  

（％） 中１ 中２ 中３ 高１ 

① 酸性（正答） 21  39  42  68  

② 中性 14  16  14  7  

③ アルカリ性 10  14  20  12  

④ わからない        55  31  24  13  

（％） 中１ 中２ 中３ 高１ 

水酸化ナトリウムを４ｍL 入れる

（正答） 
6  15  15  48  

それ以外 32  36  51  42  

わからない 62  49  34  11  
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粒子の存在 粒子の結合 粒子の保存性 粒子の持つエネルギー

３
年
生

４
年
生

５
年
生

６
年
生

1
年
生

２
年
生

３
年
生

化
学
基
礎

化
学

系統表部会　　【小・中・高　関連系統図】

中
学
校

高
等
学
校

令和４年度　小中高「化学」分野系統図

粒子校
種

学
年

小
学
校

空気と水の性質

・空気の圧縮

・水の圧縮

物の重さ

・形と重さ

水溶液の性質

・酸性，アルカリ性，中性

・気体が溶けている水溶液

・金属を変化させる水溶液

燃焼の仕組み

・燃焼の仕組み

物の溶け方

・重さの保存

・物が水に溶ける量の限度

・物が水に溶ける量の変化

金属，水，空気と温度

・温度と体積の関係

・温度の温まり方の違い

・水の三態変化

水溶液

・物質の溶解と粒子

・溶解度と再結晶

・水溶液の濃度

物質の状態変化

・状態変化と質量・体積

・状態変化と粒子の運動

・状態変化と温度 ・蒸留

気体の発生と性質

・身のまわりの気体

・いろいろな気体の性質

いろいろな物質

・物質とは何か

・金属の性質 ・密度

化学変化と電池

・イオン化傾向 ・電池とイオン ・いろいろな電池
水溶液とイオン

・電解質水溶液 ・原子とイオン

化学変化と物質の質量

・質量保存の法則

・反応する質量の割合

化学変化と熱の出入り

・発熱反応

・吸熱反応

いろいろな化学変化

・酸化

・還元 ・硫化

物質の成り立ち

・熱分解 ・電気分解

・物質をつくっているもの

・化学反応式

自然環境と人間，科学技術と人間

・自然環境の保全

・エネルギー利用と課題

・いろいろな物質の利用

酸・アルカリとイオン

・酸性とアルカリ性 ・中和と塩

【１】（ア）化学と物質

㋐化学の特徴 ㋑単体と化合物 ㋒物質の分離・精製 ㋓熱運動と物質の三態

【１】（ア）化学と物質

㋑物質の分離・製造

㋒単体と化合物

【２】（イ）物質と化学結合

㋐イオンとイオン結合

㋑分子と共有結合

㋒金属結合

【２】（ア）物質の構成粒子

㋐原子の構造

㋑電子配列と周期表

【３】（ア）物質量と化学反応式

㋐物質量 ㋑化学反応式

【３】（イ）化学反応

㋐酸・塩基と中和 酸化と還元

【３】（ウ）化学が拓く世界 ㋐化学が拓く世界

【１】（ア）物質の状態変化とその変化

㋐状態変化 ㋑気体の性質 ㋒固体の精製

【２】（ア）化学反応とエネルギー

㋐化学反応と熱・光 ㋑電池 ㋒電気分解

【２】（イ）化学反応と化学平衡

㋐反応速度 ㋑化学平衡とその移動 ㋒電離平衡

【３】（ア）無機物質

㋐典型元素 ㋑遷移元素

【４】（ア）有機化合物

㋐炭化水素 ㋑官能基をもつ化合物 ㋒芳香族化

【４】（イ）高分子化合物

㋐合成高分子化合物 ㋑天然高分子化合物

【５】（ア）人間生活の中の学習

㋐様々な物質と人間生活 ㋑化学が築く未来

【１】（イ）溶液と平衡

㋐溶解平衡

㋑溶液とその性質
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小学校系統表 単元名「水溶液の性質」 
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中学校系統表  単元名「化学変化とイオン」 第２章「化学変化と電池」 
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高等学校系統表 単元名「金属，プラスチックとその再利用」 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小単元
時
数

学習内容
理科の
考え方

調査
問題

実験・観察・図など

１　金属

4

身の回りの金属につい
て，その特徴と精製法お
よび金属の腐食について
理解する。

探究活動
身近な金属の性質と製
品，金属の腐食

２　プラスチック

3

プラスチックの分類を知
り，プラスティックの構造
や性質，合成法について
学ぶ。

３　資源の再利用

2

金属製品やプラスチック
のリサイクルについて，理
解し，科学技術による対
策も学ぶ。また，実生活
からリサイクルについて考
えさせる。

探究活動
リサイクルについて

４　金属イオンの性質や
　回収法

2

金属イオンの性質や分離
法について学び，金属イ
オンの見分け方を理解す
る。

実験
金属イオンの見分け方
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提案授業部  小学校学習指導案 

第 6学年 理科学習指導案 

 

指導学級：日田市立三和小学校 6年 1 組 

指 導 者：教諭 下山 貴史      

１ 単元名 「水溶液の性質とはたらき」（学校図書） 

２ 単元の目標  

 身の回りにあるたくさんの水溶液に興味をもち，実験・観察などの奇襲学習を活用して水溶液に溶けている

物質を取り出したり，泡が発生している様子を観察したり，金属と反応する様子を調べたりする活動を通して，

水溶液には気体が溶けているものがあること，金属を変化させるものがあること，リトマス紙などを使うと３

つの性質に分けられることをとらえられるようにする，これらの活動を通して，水溶液の性質や働きについて

見方や考え方を育て，溶けているものによる性質や働きの違いについて，より妥当な考えを作り出し，表現す

る力を育てる。 

３ 単元の評価規準  

自然事象への関心・意

欲・態度 

科学的な思考・表現 観察・実験の技能 自然事象についての知

識・理解 

●いろいろな水溶液の

液性や溶けている物及

び金属を変化させる様

子に興味・関心をもち，

自ら水溶液の性質や働

きを調べようとしてい

る。 

●水溶液の性質や働き

を適用し，身の回りに

ある水溶液を見直そう

としている。 

●水溶液の性質や働き

について予想や仮説を

もち，推論しながら追

求し，表現している。 

●水溶液の性質や働き

について，自ら行った

実験の結果と予想や仮

説を照らし合わせて推

論し，自分の考えを表

現している。 

●水溶液の性質を調べ

る工夫をし，リトマス

紙や加熱器具などを適

切に使って，安全に実

験をしている。 

●水溶液の性質を調

べ，その過程や結果を

記録している。 

●水溶液には，酸性，ア

ルカリ性及び中性のも

のがあることを理解し

ている。 

●水溶液には，気体が

溶けているものがある

ことを理解している。 

●水溶液には，金属を

変化させるものがある

ことを理解している。 

主体的に学習に取り組

む態度 

思考力・判断力・ 

表現力 
知識及び態度 

 

４ 指導にあたって 

（１）教材観 

本単元は，新小学校指導要領解説理科編第６学年「Ａ物質・エネルギー」の次の内容を受けて設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水溶液について，溶けている物に着目して，それらによる水溶液の性質や働きの違いを多面的に調

べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けること。 

（ア）水溶液には，酸性，アルカリ性及び中性のものがあること。 

（イ）水溶液には，気体が溶けているものがあること。 

（ウ）水溶液には，金属を変化させるものがあること。 

イ 水溶液の性質や働きについて追究する中で，溶けているものによる性質や働きの違いについて，

より妥当な考えをつくりだし，表現すること。 
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 本内容は，第５学年「A（1）物の溶け方」の学習を踏まえて，「粒子」についての基本的な見方や概念を柱

とした内容のうち，「粒子の結合」や「粒子の保存性」に関わるものである。また，中学校第１学年の「（2）

ア（イ）水溶液」及び「（4）ア（イ）化学変化」の学習につながるものである。 

第６学年では，問題解決をする過程で，特に，既習経験や日常体験をした生活経験を基に推論して，より

妥当な考えを導き出す力を養うことが求められる。そこで，問題解決のプロセスの中で問題の発見・把握の

場面で，事象提示の際に身近な水溶液を提示するように工夫し，児童が主体的に問題解決しようとする意欲

を高められるようにする。また，問題を把握した上で，問題に対する仮説を立て，先を見通して推論するこ

とができるように，仮説を立証するための妥当な実験方法を，話し合い活動を通して考える時間を確保する。 

 

（2）児童観 

 本学級の児童は，全体的に見て理科の実験や考えることに関して積極的な子どもたちである。調べること

に対してどうやったら調べられるかを考える力を持った子が多く，自分たちの力で課題を解決していこう

とする意欲を持っている。しかし，空気や水蒸気など見えないけれども存在するものをこれまでも学習して

きているが，感覚的に「見えなくなったものは無くなる」ととらえてしまう子もいることが予想される。 

4 月に行った児童質問紙調査より，「理科の授業は好きですか。」の質問に対し，「はい」または「どちらか

といえば『はい』」と回答したものが 22 名中 19 名，「理科の授業の内容は理解していますか。」の質問に対

し，「はい」または「どちらかといえば『はい』」と回答したものも 22名中 19 名と割合が高く，理科に対し

て好印象を持っていることが見受けられた。10 月に行った児童質問紙調査では，「理科の授業は好きですか。」

の質問に対し，「はい」または「どちらかといえば『はい』」と回答したものが 21名中 20 名，理科の授業の

内容は理解していますか。」の質問に対し，「はい」または「どちらかといえば『はい』」と回答したものも

21 名中 16名となっており，理科の授業が好きになった子が増えた半面，授業の内容の理解については下が

る結果であった。 

 

（3）指導観 

  本単元では，水溶液の性質や働きを追究する学習を通して，問題解決の方向性を明確にもつことができ

るようにする。そして，事象提示や生活経験の中から児童が見いだした問題を確実に捉えるようにし，問題

に対する仮説を設定し，仮説を立証するための実験方法を考え，結果から考えられる考察を立て，結論づけ

るという学習の流れを通して，見通しをもった考えを，一人ひとりが表現できるようにする。 

 第 1次では，日常生活との関連を図り，身の回りにある水溶液について見た目やにおい，蒸発させたとき

の様子で比較しながら溶けているものによって性質が違うことをとらえられるようにする。そのような結

果をと既習事項や生活経験と関連させて考えさせることで，観察すると泡が出ているもの，においがあるも

の。蒸発させると固体がでてくるもの，気体が溶けているものなど，水溶液の特徴を多面的に追求し，より

妥当な考えを作り出して表現する力を育てる。 

第 2次では，様々な水溶液をリトマス紙を用いて調べ，色の変わり方で酸性・中性・アルカリ性の 3つの

性質に分けることができるという見方や考え方を育てる。また，身の回りにある水溶液について，学習した

観点をもとに興味・関心をもって見直す態度を育てる。 

第 3次では，塩酸を入れる容器が，金属でできていないのはなぜかという疑問から，それぞれの水溶液に

金属（鉄・アルミニウム）を入れ，その変化の様子を観察する。また，水溶液に溶けた物を取り出して調べ，

溶かす前の金属とは違う性質をもつことに気付かせる。これらの活動を通して，水溶液には，金属を溶かし，

金属を別のものに変化させるものがあるという見方や考え方を育て，酸性雨などの日常生活と関連させて

妥当な考えを作り出し，表現する力を育てる。 
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5 指導計画（全 11時間） 

次 時 主な学習の流れ 

第
１
次 

水
溶
液
に
と
け
て
い
る
も
の 

１
・
２ 

身の回りにある水溶液には，どのようなものがあるか探してみよう。 

 ←話し合い・活動 

水溶液には，それぞれ何がとけているのだろうか。 

 ←話し合い ←予想・計画 ←薬品を扱うときの注意 

３ 水にとけているものを調べる。 

 ←実験 ←結果・考察 

・食塩水には食塩（固体），砂糖水には砂糖（固体），石灰水には消石灰（固体）がとけている。 

・ほかの水溶液は，水を蒸発させても何も残らないので，何がととけているかわからない。 

◎食塩水は，食塩（固体）が解けた水溶液である。 

４ 炭酸水から出てくるあわは，何だろうか。 

←話し合い ←予想・計画 ←実験 ←結果・考察 

・炭酸水からでてくるあわは二酸化炭素（気体）である。 

◎炭酸水は，二酸化炭素（気体）がとけた水溶液である。 

◎塩酸は塩化水素という気体が，アンモニア水はアンモニアという気体がとけた水溶液であ

る。 

◎炭酸水や塩酸，アンモニア水を蒸発させても何も残らないのは，気体がとけているからであ

る。 

第
２
次 

水
溶
液
の
仲 

間
分
け 

５
（
本
時
）
～
７ 

6 つの水溶液は，リトマス紙でいくつになかま分けできるだろうか。 

 ←リトマス紙の使い方 ←予想 ←実験 ←結果・考察 ←資料 

・６つの水溶液は，リトマス紙の色の変化で３つになかま分けすることができる。 

◎青色リトマス紙を赤色に変えるものを，酸性の水溶液という。 

◎赤色リトマス紙を青色に変えるものを，アルカリ性の水溶液という。 

◎どちらの色のリトマス紙の色を変えないものを，中世の水溶液という。 

第
３
次 

水
溶
液
と
金
属 

８ 塩酸を入れる水溶液が金属でできていないのはなぜだろうか。 

 ←話し合い 

塩酸は金属をとかすだろうか。 

 ←計画・予想 ←実験 ←結果・考察 

・塩酸は鉄やアルミニウムなどの金属をとかす。このとき，気体も発生する。 

９ 塩酸にとけた金属は，とけた液の中でどうなっているのだろうか。 

 ←予想・計画 

 ←実験 ←結果・考察 

・塩酸にとけた金属は，とかす前の金属とは別のものに変化している。 

◎水溶液には，金属を別のものに変化させるものがある。 

10 やってみよう 

まとめてみよう 
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6 本事案 

（1）主眼  それぞれの水溶液が酸性・中性・アルカリ性のいずれかに分けられることを，リトマス紙を使っ

て，一人一人が実験し，各班や全体でリトマス紙の色の変化を比較しながら考察することで，理解す

ることができる。 

学習活動 時 指導上の留意点 評価及び備考 

１．課題をつ

かむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．安全に気

をつけて実

験を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 

結果から考察

し，まとめる。 

 

４．振り返る。 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

５ 

○前時の学習を振り返る。 

めあて水溶液を仲間分けしよう 

○本時の課題を提示する。 

水溶液を仲間分けするにはどうしたらいいかな？ 

○においや見た目だけで判断できないことをおさえる。 

○リトマス紙の説明をする。 

・リトマス紙は，赤色と青色の二種類があること。 

・水溶液の性質に応じて，色が変化すること。 

 ≪赤→赤 青→赤 酸性の水溶液≫ 

 ≪赤→青 青→青 アルカリ性の水溶液≫ 

 ≪赤→赤 青→青 中性の水溶液≫ 

・リトマス紙はピンセットで持つこと。 

○予想を立てる。 

≪食塩水→酸性・中性≫  ≪砂糖水→中性≫ 

≪アンモニア水→アルカリ性・中性≫ 

≪塩酸→酸性≫ ≪炭酸水→中性≫ ≪石灰水→アルカリ性・中性≫ 

○実験の仕方を説明し，各班で何性の水溶液か調べさせる。 

○一人ひとりに器具を用意し，実験できるようにする 

○安全に気を付けて実験するように促す。 

○それぞれ出た結果を班で共有し合う。 

○結果から分かったことを出し合う。 

＜分かったこと＞ 

「食塩水・砂糖水は中性，アンモニア水・石灰水はアルカリ性，塩酸

と炭酸水は酸性ということが分かった。」 

＜まとめ＞「リトマス紙を使えば水溶液を 3つの仲間に分けることが

できる。」 

 赤色リトマス紙 青色リトマス紙 

食塩水 変化なし 変化なし 

砂糖水 変化なし 変化なし 

アンモニア水 青色に変化 変化なし 

塩酸 変化なし 赤色に変化 

炭酸水 変化なし 赤色に変化 

石灰水 青色に変化 変化なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水溶液について，

リトマス紙を正

しく扱いながら

調べ，それらの過

程や得られた結

果を適切に整理

し記録している。

（知識・技能） 
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中学校理科学習指導案 

理科学習指導案 

令和４年１０月１９日 ２校時   

日田市立東部中学校３年２組３７名 

指導者 木戸 隆博        

 

１ 単 元 名  単元４「化学変化とイオン」 ２章１節 イオンへのなりやすさ 

 

２ 単元目標  化学変化をイオンのモデルと関連付けながら，水溶液とイオンおよび化学変化と電池のことを

理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。 

化学変化について，見通しをもって観察，実験などを行い，イオンと関連付けてその結果を分

析して解釈し，化学変化における規則性や関係性を見いだして表現すること。また，探究の過程

を振り返る。 

化学変化とイオンに関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養う

とともに，自然を総合的に見ることができるようになる。 

 

３ 単元設定の理由 

 小学校では，第６学年で「水溶液の性質」について学習している。また，中学校では，第１学年で「身の回

りの物質」、第２学年で「電流とその利用」と「化学変化と原子・分子」について学習している。本単元では，

理科の見方・考え方を働かせ，水溶液の電気的な性質，イオンへのなりやすさ，酸とアルカリについての観

察，実験などを行い，水溶液の電気伝導性，電池の仕組み，中和反応について，イオンのモデルと関連付けて

微視的にとらえさせて理解させるとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付けさせ，思考力，

判断力，表現力等を育成していく。 

 第２学年での「化学変化と原子・分子」の学習においては，元素記号や化学式，化学反応式について小テス

トを行い，知識の定着を図った。多くの生徒が８割を超える得点をとれるようになり，学習の成果が見られ

た。一方で，「化学変化と原子・分子」を範囲とした期末テストにおいては，学年平均点は 55.3 点となってお

り，苦手意識を持っている生徒がいることもわかっている。本学級の生徒は，１学期に行ったアンケートで

は，「理科の学習が好きである」という質問に対し，肯定的に答える生徒が 84.4%おり，理科の授業に対する関

心は高いことがうかがえる。それに対して，「理科の学習が得意である」という質問に対して，肯定的に答える

生徒は 67.7%にとどまっており，興味関心はあるが問題が解けないことなどで、自信がない生徒が一定数いると

考えられる。授業中も積極的な発言や，進んで考えをまとめることができる生徒は限られている。より多くの

生徒が自らとりくむことができるように，考える際の道筋を示すなど，活動のサポートを行う必要がある。 

実験結果を比較することや既習の粒子に関する知識と関連付けて考えることで，思考力，判断力，表現力を

育成していきたい。班活動では iPad のロイロノートを使用し班ごとに考えをまとめ，スライドを提出箱へ提出

させる。提出されたスライドを，同じ金属の組み合わせごとにスクリーンで確認し，化学式を共有するととも

に，イオンへのなりやすさを判断させていく。また，班によっては活動がスムーズに進まないことも考えられ

るため，適宜机間指導を行い，意見をまとめられるようにしたい。なお，観察実験に当たっては，安全の確保

や事故防止に留意するとともに，試薬は適切に取り扱い，廃棄の際は環境への影響なども考慮し，適切な処理

を行う。 
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４ 指導計画（全２５時間）

 
 

５ 評価規準 

 

8

1

 

水

溶
液

と

イ

オ

ン

水溶液には電流が流れるものと流れないものとがあ

ることを見いだして理解する。また，電解質水溶液

に電圧を加え電流を流す実験を行い，電極に物質が

生成することからイオンの存在を知るとともに，イ

オンの生成が原子の成り立ちに関係することを知

る。

原子の成り立ちとイオンについての基本的な概念

や原理・法則などを理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観察， 実験などに関す

る操作や記録などの基本的な技能を身に付けてい

る。

観察，実験などを行い，イオンと関連付けてその

結果を分析して解釈し，化学変化における規則性

や関係性を見いだして表現しているとともに，探

究の過程を振り返るなど，科学的に探究してい

る。

水溶液とイオンに関する事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。

7

２

　

化

学

変

化

と

電

池

金属によってイオンへのなりやすさが異なることを

見いだして理解する。

電池の基本的な仕組みを理解するとともに，化学エ

ネルギーが電気エネルギーに変換されていることを

知る。

金属イオン，化学変化と電池についての基本的な

概念や原理・法則などを理解しているとともに，

科学的に探究するために必要な観察， 実験などに

関する操作や記録などの基本的な技能を身に付け

ている。

観察，実験などを行い，イオンと関連付けてその

結果を分析して解釈し，化学変化における規則性

や関係性を見いだして表現しているとともに，探

究の過程を振り返るなど，科学的に探究してい

る。

化学変化と電池に関する事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。

2

探
究

活

動

　

水

溶

液

の

正

体

は

？

水溶液や溶質の性質の違いから，水溶液に何が溶け

ているのかを確かめる実験の方法や手順を考える。

調べた水溶液に溶けている物質が何だったのかを考

えてまとめ，自分の考えを整理し，他者に分かるよ

うに発表する。

　化学変化をイオンのモデルと関連付けながら，

水溶液とイオン，化学変化と電池を理解している

とともに，それらの観察，実験などに関する技能

を身に付けている。

　化学変化について，見通しをもって観察， 実験

などを行い，イオンと関連付けてその結果を分析

して解釈し，化学変化における規則性や関係性を

見いだして表現している。また，探究の過程を振

り返っている。

　化学変化とイオンに関する事物・現象に進ん

で関わり，見通しをもったり振り返ったりする

など，科学的に探究しようとしている。

1 まとめ

単

元

４

化

学

変

化

と

イ

オ

ン

(

2

5

時

間

)

7
(本時

2/7)

2

 
酸

・

ア

ル

カ
リ

と

イ

オ

ン

酸とアルカリのそれぞれの特性が水素イオンと水酸

化物イオンによることを知る。

酸とアルカリを混ぜると水と塩が生成することを理

解する。

酸・アルカリ，中和と塩についての基本的な概念

や原理・法則などを理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観察， 実験などに関す

る操作や記録などの基本的な技能を身に付けてい

る。

観察，実験などを行い，イオンと関連付けてその

結果を分析して解釈し，化学変化における規則性

や関係性を見いだして表現しているとともに，探

究の過程を振り返るなど，科学的に探究してい

る。

水溶液とイオンに関する事物・現象に進んで関

わり，見通しをもったり振り返ったりするな

ど，科学的に探究しようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

規
準

★金属の種類によってイオ
ンへのなりやすさが異なる
ことについて基本的な概念
を理解し，知識を身に付け
ている。
★金属を電解質の水溶液に
入れる実験に関する操作や
記録などの基本的な技能を
身に付けている。

★これまでの学習を振り返
り，金属によってイオンへ
のなりやすさが異なること
について，イオンのモデル
と関連付けて考えたり，得
られた結果を表にまとめて
分 析 し て 解 釈を した りし
て，根拠を示して表現して
いる。
★金属によってイオンへの
なりやすさが異なるかとい
う問題を見いだして，課題
を設定している。

・金属のイオンへのなりや
すさに関する事物・現象に
進 ん で 関 わ り， 見通 しを
もったり振り返ったりする
など，科学的に探究しよう
としている。

方
法

行動観察，ワークシート，
レポート，発表，ペーパー
テスト

ワークシート，レポート，
発表，ペーパーテスト

行動観察，質問紙

Ａ
基
準

・金属が水溶液に溶けたり
水溶液中の金属イオンが金
属として出てきたりするこ
とをイオンのモデルと関連
付けて理解し，具体例をあ
げて説明できている。
・金属を電解質の水溶液に
入れる実験を安全に正しく
行い，適切に結果を記録し
たり，わかりやすく整理し
たりできている。

・実験結果から，金属のイ
オンへのなりやすさが異な
ることを分析してまとめ，
いろいろな化学変化につい
て水溶液中のイオンのモデ
ルを使って表現している。
・ 演 示 実 験 から ，金 属に
よってイオンへのなりやす
さが異なるかどうか問題を
見いだし，イオンへのなり
やすさの差を調べる方法に
ふれて自らの考えを表現し
ている。

・金属を水溶液に入れたと
きの変化から問題を見いだ
し，金属のイオンへのなり
やすさについてイオンのモ
デルと関連付けて，イオン
のふるまいについて進んで
調べようとしている。

Ｂ
基
準

・金属が水溶液に溶けたり
水溶液中の金属イオンが金
属として出てきたりするこ
とを説明できる。
・金属を電解質の水溶液に
入れる実験を行い，結果の
記録や整理ができている。

・実験結果から，金属のイ
オンへのなりやすさが異な
ることを分析してまとめ，
水溶液中のイオンのモデル
を使って表現している。
・ 演 示 実 験 から ，金 属に
よってイオンへのなりやす
さが異なるかどうか問題を
見いだし，自らの考えを表
現している。

・金属を水溶液に入れたと
きの変化に興味を示し，調
べようとしている。

支
援

・金属を電解質の水溶液に
入れる実験の結果を示す。
・マイクロプレートを使う
利点や使い方について確認
させる。

・水溶液の中にどのような
イオンが含まれているかを
示す。

・金属を水溶液に入れ，変
化が起こる様子を確認させ
る こ と で ， 興味 をも たせ
る。

3 1　イオンへのなりやすさ

◆１分野（６）ア（イ）㋐，イ

〈金属を電解質の水溶液に入れる実験を行
い，金属によってイオンへのなりやすさが異
なることを見いだして理解する〉

【実験3】金属のイオンへのなりやす
さ
「金属の種類によって，イオンへの
なりやすさに差があるかを調べる」

時
数

項目
＜項の目標＞ 観察・実験

観点別評価例
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６ 本時案 

 ⑴ 題 目 イオンへのなりやすさを考えよう 

 ⑵ ねらい ３種類の金属のイオンへのなりやすさを，金属と水溶液の反応の実験結果を比較する活動を通して，

正しく並べることができるようにする。 

学習活動 配時 形態 指導及び指導上の留意点 評価規準 

１．めあてを確認する 

 

 

 

 

 

 

２．課題を確認し，

実験を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．結果を整理する 

 

 

 

４．結果から考察する 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめをする 

 

 

 

 

 

 

 

６．振り返りをする 

５ 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

一斉 

 

 

 

 

 

 

一斉 

↓ 

班 

 

 

 

 

 

 

 

 

班 

↓ 

一斉 

 

班 

↓ 

一斉 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

○めあてを確認した後，前時の復習をさせる。 

※復習内容 

硫酸と亜鉛の反応から，水素原子よりも亜鉛原子

のほうがイオンになりやすいことを復習する。 

 

 

 

 

○金属片（銅・亜鉛・マグネシウム）を水溶液（硫

酸銅・硫酸亜鉛・硫酸マグネシウム）に入れたと

き，イオンへのなりやすさを調べるように伝え

る。 

○プリントを用いて実験の方法を説明する。 

○変化が起きた場合，何ができたかを考える。 

 

○結果を班で共有し，班の代表者に発表させる。 

 

 

 

○反応が起こった３か所について班ごとに分担

し，組み合わせごとに 

（１）原子からイオンに変わるもの 

（２）イオンから原子に変わるもの 

（３）イオンへのなりやすさ 

を確認させる。 

○考察した部分をロイロノートに入力させ，全体

で共有させる。 

 

 

 

 

 

 

○実験で行った結果や考察をまとめ，プリントに

記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実験結果から，金

属のイオンへのなり

やすさが異なること

を分析してまとめ，

元素記号と不等号を

用いて表現してい

る。（思考力・判断力・

表現力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて イオンへのなりやすさを考えよう 

課題 ３つの金属（Cu・Zn・Mg）は，どの順番

でイオンになりやすいだろうか。 

まとめ ① Zn>Cu  ② Mg>Cu  ③ Mg>Zn 

    よって，イオンのなりやすさの順番は 

       Mg>Zn>Cu 

振り返り  

○水素原子と亜鉛原子では亜鉛原子の方がイオンになりやすい 

○水素原子と銅原子では水素原子の方がイオンになりやすい 

○マグネシウム原子と亜鉛原子ではマグネシウム原子の方がイオンになりやすい 

よって，イオンのなりやすさの順番は  Mg>Zn>H>Cu 
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７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図の右端に→ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

課題 ３つの金属（Cu・Zn・Mg）は，どの順番で 

イオンになりやすいだろうか。 

使用する金属と水溶液 

 金属  銅・亜鉛・マグネシウム 

 水溶液 硫酸銅・硫酸亜鉛・硫酸マグネシウム 

 

実験結果 

 銅 亜鉛 マグネシウム 

硫酸銅 × ① ② 

硫酸亜鉛 × × ③ 

硫酸マグネシウム × × × 

 

まとめ ① Zn>Cu  ② Mg>Cu  ③ Mg>Zn 

    よって，イオンのなりやすさの順番は  Mg>Zn>Cu 

スクリーン 
（振り返り） 

めあて イオンへのなりやすさを考えよう 

 

 

復習 硫酸と亜鉛の反応…水素が発生 

  (原子→イオン) Zn→Zn２＋＋2ｅ－ 

(イオン→原子) 2H＋＋2ｅ－→H２  

 

Ｚｎ＞Ｈ＞ C u 
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授業プリント 

タイトル イオンへのなりやすさ 

 

名前  

めあて  

 

復習 

 

 

 

 

 

 

 

 

          （原子→イオン）   Ｚｎ →      ＋      

 

          （イオン→原子）      ＋     →  Ｈ２     

 

 

Cu 原子とＺｎ原子とＨ原子を比べたとき，（    ＞   ＞    ） 

 

課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験 

 

 

① ３つの金属片（銅，亜鉛，マグネシウム）を，３つの水溶液（硫酸銅，硫酸亜鉛，硫酸

マグネシウム）にそれぞれ入れて，反応を見る。 

② 反応があった金属片は，表面を観察し，何ができたか考える。 

③ 結果を，下の表に記録する。 

 

 

 

 

 

 

 銅(Ｃｕ) 亜鉛(Ｚｎ) マグネシウム(Ｍｇ)  

 

 

 

硫酸銅 

（ＣｕＳＯ４） 

   

硫酸亜鉛 

（ＺｎＳＯ４） 

   

硫酸マグネシウム 

（ＭｇＳＯ４） 

   

 

 

ポイント 

 

水溶液中のイオンは何か？ 

何という物資が発生したか？ 

イオン，原子，電子がキーワード 

 

 

 

 

 

考察 

 

 

 

自分の班の担当番号○（        ＋         ） 

 

（原子→イオンの化学反応式） 

 

 

 

（イオン→原子の化学反応式） 

 

 

 

イオンへのなりやすさは，（    ＞    ） 
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まとめ 

 

 

 

① 

 

 

② 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り 
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◎ ○ ◎ ○

℃

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎

Metamoji  

 

 

 

 

 

 

 

 

◎

Metamoji

Metamoji

 

 

 

℃

 

 

 

◎

◎

※

 

 

◎

 

※

 

 

 

 

◎

Metamoji

 

◎

 

※  
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日田地区小中高理科研究協議会 会則 
 
第一章  総 則 
 
第１条（名称 事務局） 
 

この会は、日田地区小中高理科研究協議会といい、事務局を大分県立日田高等学校に置く。 
 
第２条（会 員） 
 

この協議会は、日田市小中学校教育課程研究会理科部会員と大分県高等学校教育研究会日田地区理科部会員、
および理科教育に関心と情熱を持つ教師によって構成する。 
 
第３条（目 的） 
 

この協議会は、児童生徒の科学的な思考力を育てるために小中高一貫した理科教育の教育課程のあり方を研究
し、日田地区における理科教育の充実と発展を図る。 
 
第４条（事 業） 
 

本会は、目的達成のために次の事業を行う。 
（１） 児童生徒の実態を把握し、問題点を洗い出す活動 
（２） 問題点の改善策を小中高の系統表に位置づける活動 
（３） 改善策を授業として構築する活動 
 
 
第二章  会 議 
 
第５条（会 議） 
 

この協議会は次の会議をもつ。 
（１） 研究大会 
（２） 理事会 
（３） 推進委員会 
（４） 専門部会 
 
第６条（研究大会） 
 

研究大会を年１回開催する。 
 
第７条（理事会） 
 

理事会は役員をもって構成し、会長が必要に応じて招集する。理事会は事業の決定や承認を行う。 
 
第８条（推進委員会） 
 

推進委員会は、事務局長・事務局次長・専門部長によって構成し、会長が必要に応じて招集する。推進委員会
は、研究活動の企画運営および調整を行う。 
 
第９条（専門部会） 
 

専門部会として、次の３部会を置く。 
（１） 問題提起部 
（２） 系統表部 
（３） 授業研究部 

各専門部の会議の開催は、理事会や推進委員会の要請を受けて、会長が招集する。 
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第三章  役 員 
 

第１０条（役 員） 
 

この協議会は次の役員を置く。 
会 長    １名（日田高校校長） 
副会長    ２名（日田市小中学校教育課程研究会理科部会長） 
顧 問    若干名（副会長以外の校長、教頭） 
理 事    若干名（日田市小中学校教育課程研究会理科部会主任および副主任、各高等学校理科主任、 

各専門部長） 
事務局長   １名（日田高等学校理科担当教師より選出） 
事務局次長  ２名（日田市小中学校教育課程研究会理科部会主任） 

 
第１１条（選 出） 
 

役員は、日田市小中学校教育課程研究会理科部会主任の決定に伴って会長が任命する。 
 
第１２条（役員の任務） 
 

会長は、本会を代表し会務を処理する。副会長は、会長を補佐する。 
顧問は、各専門部の研究活動の助言指導を行う。 
理事は、各専門部の研究活動を推進する。 
事務局長は、研究活動を推進するための事務や調整を行う。 
事務局次長は、事務局長を補佐し、小中高間の連携を図る。 

 
第１３条（任 期） 
 

役員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 
 
 
第四章  附 則 
 
第１４条（会則の成立） 
 

この会則は、１９６５年１２月９日をもって成立する。 
この会則は、１９９２年１１月１６日に一部改正する。 
この会則は、２００３年６月３日に一部改正する。 
この会則は、２００６年３月１８日に一部改正する。 
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